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このアンティオキアで、弟子たちが初めて

キリス ト者と呼ばれるようになつたのであ

る。 (使徒言行録 11章 26節 )

イエス・キリス トを信 じている人のことを、

クリスチャンとかキリス ト者 と言います。皆

さんも「私はクリスチャンです」 と言 うこと

があるでしょう。また、「あの人はクリスチャ

ンだよ」 と人から言われることもあるで しょ

う。ただその時、クリスチャンとい う言葉が

良い意味で使われるのなら良いのですが、も

しも 「あれでもクリスチャン ?」 とい う意味

あいで言われるとしたら、自分のためにイエ

ス様の顔に泥を塗る結果になつてしまいます。

私たちはキリス トの名によつて呼ばれる者た

ちです。 自分の言動がイエス様の評判にも関

わつてしま う、それほどイエス様 と結びつけ

られているのです。

クリスチャンの呼び名が初めて誕生 したの

が、いまシリア領内にあるアンティオキアの

教会です。アンティオキアに教会が出来たの

は、エルサ レムの教会に対する大迫害がきっ

かけでした。多 くの信徒たちがエルサ レムか

ら逃れて北に向かい、その中にアンティオキ

アまでたどりついた人々がいたのです。アン

ティオキアにはもともと多くのユダヤ人が住

んでいま した。エルサ レムか ら逃れてきた

人々は、まず同胞のユダヤ人の中に入つて主

イエスに関する福音を語つたのですが、ユダ

ヤ人以外の人々、すなわち異邦人に目を向け

ることはなく、彼 らに福音を語 ることはあ り

ませんで した。 ところがこの人々の中にキプ

ロス島出身の人々などがいて、古来からの慣

習をやぶって、異邦人にもイエス様について

積極的に語つていつたのです。…こうしてア

ンティオキアに、異邦人が大半を占める教会

が誕生 しました。

さてそんな時、エルサ レムの教会はどうな

つていたで しょうか。こちらの教会は大迫害

で大多数の信徒が出て行つたあと、困難の中

で少数の人たちが必死に教会を守つていつた

TEVFAX

θ82・238‐3459

2018年 2月 発行

ようです。教会に残った人々は、各地に散つ

ていつた人たちのことを、身を引き裂かれる

ような思いで案 じていたのではないでしょう

か。そんな時にアンティオキアから知 らせが

来ます。新 しい教会が出来て、異邦人がどん

どん入つてきていると。エルサ レム教会は喜

んでバルナバを派遣 しました。

これは親にあたる教会が子 どもの教会を視

察 し、監督することのように見えるかもしれ

ませんがそ うではあ りません。教会 と教会の

関係は平等であるべきで、互いに相手のため

に仕えあ うことが大切です。誕生 したばか り

の教会には不慣れなところがあつたかもしれ

ないので、先に出来た教会が助けの手を差 し

伸べたのです。…そ して今度は、アンティオ

キアの教会の方が、飢饉の中で苦 しむエルサ

レム教会に対 し、援助の品を送 り届けました。

アンティオキアの教会の多 くの人々にとつて、
エルサ レムの教会の人々は言葉が違 う、顔を

見たこともない人々だつたのですが。 これこ

そが教会でず :

それまでイエス様を主 と信 じる人々は、ユ

ダヤ教の分派か異端のように見なされていま

した。 しか しアンティオキアではじめて、教

会の周囲の人たちは、彼 らにあだ名をつけて

呼ぶようにな りま した。 「また始まった。こ

の人たちは口を開けばキリス ト、キ リス トと

言つている」、そんな感 じで 「あいつ らはキ

リス トのことばっか り言 う、クリスチャンだ」

と。ちょっとからか うような意味合いがあつ

たかも知れません。

しかし教会の人々は、そのあだ名を喜んで

受け入れました。そ うして、自分でもクリス

チャンだと言 うようになったのです。私たち

もまた、アンティオキア教会の人たちと同じ

呼び名で呼ばれる者たちです。 「わた しはク

リスチャンです。キリス ト者です」 とい うこ

とを、私たちがためらいがちにではなく、は

つきりと、喜んで語つて行 くことが出来ます

ように。そ うして私たちを通 して、キリス ト

がさらにたたえられますように。

(2018年 2月 4日 のネL拝説教よ
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